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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次 第23期 第24期 第25期 第26期 第27期

決算年月 平成21年８月 平成22年８月 平成23年８月 平成24年８月 平成25年８月

売上高 (千円) 461,469 442,593 380,358 407,662 391,371

経常利益 (千円) 70,729 64,536 33,024 63,147 42,878

当期純利益 (千円) 67,341 57,415 2,011,949 60,725 40,455

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

発行済株式総数 (株) 1,364 1,364 1,364 1,364 1,364

純資産額 (千円) △1,946,503 △1,889,088 122,861 183,586 224,042

総資産額 (千円) 2,198,578 2,175,664 1,049,623 1,041,095 1,023,856

１株当たり純資産額 (円) △3,455,197.73 △3,401,936.96△1,535,564.80 △1,479,233.36 △1,441,704.85

１株当たり当期純利益 (円) 62,468.86 53,260.77 1,866,372.16 56,331.44 37,528.50

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) △88.5 △86.8 11.5 17.6 21.8

自己資本利益率 (％) ― ― 1,654.2 33.0 18.0

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 106,134 95,146 54,093 94,623 65,414

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △25,725 △24,737 － △10,945 △4,911

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △75,000 △75,315 △57,867 △75,703 △64,410

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 39,338 34,431 30,657 38,632 34,725

従業員数
(外、平均臨時雇用者数)

(人)
25
(28)

24
(25)

23
(23)

25
(22)

23
(24)
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(注)

１　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高に消費税等は含まれておりません。

　　  ３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の第23期から第27期については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

５　当社株式は非上場、非登録であり、株価の算定が困難なため、株価収益率は記載しておりません。

　　　 ６　自己資本利益率の第23期から第24期については、算定する際の純資産額がマイナスであるため記載しておりませ

ん。
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２ 【沿革】

 

年月日 事項

昭和62年６月10日 東京都中央区銀座７丁目13番10号に資本金2,000万円をもって株式会社高滝リンクス倶楽部を

設立。

平成３年９月１日 本店を東京都中央区八重洲１丁目１番６号に移転。

平成７年12月25日 千葉県より「宅地開発事業等確認通知書」を受領(千葉県宅指令第13号の９)。

同日付をもって農地法第５条第１項の規定による許可の申請も許可(農林水産省指令７関政第

1601号)。

平成８年４月１日 本店を千葉県市原市養老1116番地に移転。

平成12年５月11日 千葉県により開発事業等に関する工事の検査済証(宅基建第479号)および林地開発行為確認済

通知(林第24号の４)受領。

平成12年５月27日 営業開始

平成13年６月２日 レストラン棟営業開始

平成14年４月22日

平成17年11月27日

平成18年８月30日

ブライダル事業開始

本店を東京都新宿区四谷1丁目15番地に移転

資本金を1,000万円に変更
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３ 【事業の内容】

当社の事業は当社が所有するゴルフ場の運営を行い、これをブリック アンド ウッド クラブ会員の利用に供

することを目的としています。

ブリック アンド ウッド クラブは合理的でシンプルなゴルフクラブを、会員たちの手によって創り、「古き

よき時代のクラブライフ」の再現をはかろうとしています。会員が皆で知恵をしぼり、努力して自分達の手によ

り「自分達のクラブ」を創ろうとしているわけですが、その受け皿の役割を当社が担うことになります。

ブリック アンド ウッド クラブは、“法人格なき社団”といわれるもので、会員の入会、退会ならびにコ－

ス、ハウスの運営に関して必要な事項は、すべてクラブが立案し、当社がこれらを執行しております。このよう

な仕組みになっているので、当クラブ会員の大多数は当社の株主で、これ以外の会員も終身の会員となっており

ます。当社ならびにブリック アンド ウッド クラブの経営組織は次のとおりです。
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(1) 会員の種類

 

種類 個人株主会員

個人株主会員(家族会員付)
家族会員は、個人会員の配偶
者、二親等内の血族または姻
族とする。

法人株主会員
法人の指定者が会員にな
る。

終身会員

普通会員
 

家族会員付

プレー権 原則
全営業日
会員として
プレー

個人会員は、原則全営業日会
員としてプレー
家族会員は、平日および家族
会員デーに会員としてプレー
家族会員デー…土・日・祭日
を年間26回プレー

原則全営業日
会員としてプレー

左記個人
会員に同
じ

左記個人会
員（家族会
員付）に同
じ

取得すべき
株式

普通株 １株 優先株　１株 指定会員１名につき
普通株　１株

―
 

(2) ゴルフコース

①　所在地

コースは千葉県市原市の丘陵地帯に位置し、土地面積は約1,038千平米（実測）です。

 

②　コース設計

コース設計はデズモンド・ミュアヘッド氏によるものです。
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４ 【関係会社の状況】

 

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
内容

議決権の所有
又は被所有
割合(％)

関係内容

(その他の関係会社)
㈲ M・Y・K

東京都新宿区 3 不動産賃貸業
(被所有)
30.64

当社に対し貸付を行っ
ていた。

 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成25年８月31日現在

従業員数(人) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(円)

23（ 24 ） 42.1 5.1 3,539,936

(注)　1.従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

2.平均年間給与は賞与及び基準外賃金を含んでおります。

     3.当社は,ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、従業員数はセグメン

       ト情報に関連付けて記載しておりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

(2) 労働組合の状況

当社には労働組合はありませんが労使の関係は安定しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当事業年度におけるゴルフ場の経済的営業環境は、長引く経済情勢の低迷の影響により厳しい状況が続く

中、当事業年度途中からはアベノミクスによる情勢の改善が期待されましたが、引続きゴルフ場の間では減少

傾向にある来場者誘致のため、低料金化による集客競争が激しさを増す状況にありました。また、当社の運営

するゴルフ場の周辺では、当事業年度後半に当ゴルフ場最寄りの木更津東インターチェンジまで開通していた

圏央道が東京からより遠くの東金まで開通した事により、当クラブはより東京以遠のゴルフ場との来場者誘致

競争が厳しさを増しました。

こうした中当社は、当事業年度も営業利益を確保するため、前事業年度に続き特に会員への影響の比較的少

ない平日の来場者誘致やブライダル収入の増加対策などによる営業収入の確保に加え、会員の方々の満足度向

上のための費用をかけながらもその他の経費の節減を図ってまいりました。

その結果、当事業年度の来場者数は28,514人と前事業年度比541人減少（98.1％）となりました。売上高

は、ゴルフ場売上が来場者数減少と平日集客対策による単価の下落を主因に204百万円と11百万円減少

（94.5％）し、食堂売店売上も来場者数減少などにより88百万円と4百万円減少（94.6％）、年会費収入は前

事業年度に増加した1年単位の会員の期限到来による減少等により57百万円と3百万円減少（94.4％）、ブライ

ダル収入は受注増加により14百万円と7百万円増加（231.5％）、入会金収入は会員募集環境の悪化により1百

万円と1百万円未満の減少（66.6％）、名義変更手数料収入は株主会員の入れ替わり増加により大幅に増加し

た前事業年度に比べると3百万円減少（79.0％）したものの13百万円を確保し、その他売上は大きな変化はな

く12百万円と１百万円未満の増加（100.9％）となり、売上高合計は391百万円と前事業年度比16百万円の減少

（96.0％）となりました。

他方経費については諸経費節減に努め、売上原価並びに販売費及び一般管理費合計はブライダル収入増加に

伴う売上原価3百万円増加を人件費などの経費節減によりカバーし356百万円と前事業年度比1百万円未満の減

少（99.8％）となり、営業利益は前事業年度比15百万円減少（68.5％）しましたが、34百万円と引き続き黒字

を確保しました。

営業外損益の差引は営業外収益の減少により4百万円減少（65.2％）しましたが、8百万円の利益となり、結

果経常利益は42百万円と前事業年度比20百万円（67.9％）の減少となりました。しかし、経常利益は第21期事

業年度に黒字転換以来7事業年度連続黒字を確保しました。特別損益は当事業年度も前事業年度同様に無いた

め、税引前当期純利益は経常利益と同額となりました。

以上の売上高及び利益を一過性の収入である入会金収入に加え名義変更手数料収入を控除後で見ても、売上

高は376百万円（前事業年度比12百万円減）、営業利益は19百万円（前事業年度比12百万円減）、経常利益は

28百万円（前事業年度比12百万円減）といずれの段階の利益も引き続き黒字を確保することが出来ました。

今後は、平成22年7月13日に東京地方裁判所に対し申し立てし、平成23年2月22日に終結した民事再生手続後

も残る長期借入金債務の返済並びに会員からの収入の安定を図るために必要な新規会員募集による会員の活性

化などにより、一層の財務体質の強化に努めてまいります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動による資金収入が65百万円、

投資活動よる資金支出が4百万円、財務活動による資金減少が64百万円ありましたが、結果として前事業年度

に比べて3百万円減少し、当事業年度末には34百万円となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

EDINET提出書類

株式会社　高滝リンクス倶楽部(E04706)

有価証券報告書

 8/54



営業活動の結果生じた資金収入は65百万円（前事業年度比29百万円減）となりました。これは主に、売上債

権の増加と未払消費税等の減少によるものです。

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は4百万円（前事業年度比6百万円減）となりました。これは主に、有形固定資

産の取得によるものであります。

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は64百万円（前事業年度比11百万円減）となりました。これは主に、長期借入

金の返済によるものであります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

当事業年度の業務実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

 

事業部門別

第27期
(自　平成24年９月１日
至　平成25年８月31日)

金額(千円) 前年同期比(％)

ゴルフ場売上 204,120 94.5

食堂・売店売上 88,508 94.6

年会費収入 57,876 94.4

ブライダル収入 14,017 231.5

入会金収入 1,400 66.6

名義変更手数料収入 13,347 79.0

その他売上 12,100 100.9

合計 391,371 96.0

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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３ 【対処すべき課題】

当社はわが国には稀な、会員が協力して運営に当たっているゴルフ場として内外から益々高い評価を得ており

ますが、最大の課題が会員募集による長期借入金の返済と会員制クラブに相応しい収益力の強化であります。

当社は設備資金調達のため多額の外部負債を保有しておりました。そこでこの設備資金を自己資金でまかなう

べく新株式の発行並びに終身会員の募集による債務の返済を進めてまいりました。この間様々な増収策と経費の

節減策を実行に移した結果、近年では一時的収入である入会金収入を除いても経常利益並びに当期純利益とも黒

字を確保出来るようになりました。

しかしながらこれだけでは、第20期事業年度（平成17年9月1日から平成18年8月31日）に減損損失計上により

発生した債務超過の状態を脱却するにはあまりにも長期間を要しこの間の状況の変化に対応できるとは言い難い

状況にありましたので、平成22年7月13日に東京地方裁判所に対し民事再生手続開始の申立を行い、平成23年2月

22日に民事再生手続終結の決定を受け、前々事業年度には債務超過を脱却することができました。

民事再生手続の中で、別除権として残された株式会社コジローからの長期借入金の当事業年度末残高701百万

円は、平成18年ごろに当社が銀行からの借入金の返済を迫られ苦境に立たされた際に、当社の経営を安定化する

ために、ブリックアンドウッドクラブの会員有志が資金を出し合い銀行からの借入を肩代わりした事によるもの

で、当社が借入金を返済する事により有志の方々にお返しする予定のものです。民事再生手続きが終結した現

在、出来るだけ早期にこれを完済することが最大の課題であります。またこのような会員の方々の希望に応える

ためにも、経営を一層安定させ、会員にとってより居心地のよいクラブにしていくことが課題であります。

 

４ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼ

す可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

（1）ゴルフ場事業は景気や個人消費の動向、あるいは天候や震災などの自然現象により業績が大幅に変化す

る傾向にあり、これが当社の業績に重要な影響を与える可能性があります。

（2）ゴルフ場の一部が借地となっております。現状では契約及び地主との関係において問題はありません

が、将来的に地主との契約更新ができない場合には、事業の継続に重要な影響を与える可能性があります。

（3）当社は会員等利用者の個人情報を有しております。情報の管理については万全を期すよう細心の注意を

払っておりますが、万一情報が漏洩した場合には不測の影響が発生することも考えられます。

 

５ 【経営上の重要な契約等】

ゴルフ場用地として、99,957.25平米（公募面積）を個人の土地所有者21人との賃貸借契約（期間20年自動更

新）により借地し、加えて19,507.65平米の国有地（期限平成27年6月）を借地しております。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項は特にありません。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）当事業年度の経営成績の分析

当事業年度におけるゴルフ場の経済的営業環境は、長引く経済情勢の低迷の影響により厳しい状況が続く

中、当事業年度途中からはアベノミクスによる情勢の改善が期待されましたが、引続きゴルフ場の間では減少

傾向にある来場者誘致のため、低料金化による集客競争が激しさを増す状況にありました。また、当社の運営

するゴルフ場の周辺では、当事業年度後半に当ゴルフ場最寄りの木更津東インターチェンジまで開通していた

圏央道が東京からより遠くの東金まで開通した事により、当クラブはより東京以遠のゴルフ場との来場者誘致

競争が厳しさを増しました。

こうした中当社は、当事業年度も営業利益を確保するため、前事業年度に続き特に会員への影響の比較的少

ない平日の来場者誘致やブライダル収入の増加対策などによる営業収入の確保に加え、会員の方々の満足度向

上のための費用をかけながらもその他の経費の節減を図ってまいりました。

その結果、当事業年度の来場者数は28,514人と前事業年度比541人減少（98.1％）となりました。売上高

は、ゴルフ場売上が来場者数減少と平日集客対策による単価の下落を主因に204百万円と11百万円減少

（94.5％）し、食堂売店売上も来場者数減少などにより88百万円と4百万円減少（94.6％）、年会費収入は前

事業年度に増加した1年単位の会員の期限到来による減少等により57百万円と3百万円減少（94.4％）、ブライ

ダル収入は受注増加により14百万円と7百万円増加（231.5％）、入会金収入は会員募集環境の悪化により1百

万円と1百万円未満の減少（66.6％）、名義変更手数料収入は株主会員の入れ替わり増加により大幅に増加し

た前事業年度に比べると3百万円減少（79.0％）したものの13百万円を確保し、その他売上は大きな変化はな

く12百万円と１百万円未満の増加（100.9％）となり、売上高合計は391百万円と前事業年度比16百万円の減少

（96.0％）となりました。

他方経費については諸経費節減に努め、売上原価並びに販売費及び一般管理費合計はブライダル収入増加に

伴う売上原価3百万円増加を人件費などの経費節減によりカバーし356百万円と前事業年度比1百万円未満の減

少（99.8％）となり、営業利益は前事業年度比15百万円減少（68.5％）しましたが、34百万円と引き続き黒字

を確保しました。

営業外損益の差引は営業外収益の減少により4百万円減少（65.2％）しましたが、8百万円の利益となり、結

果経常利益は42百万円と前事業年度比20百万円（67.9％）の減少となりました。しかし、経常利益は第21期事

業年度に黒字転換以来7事業年度連続黒字を確保しました。特別損益は当事業年度も前事業年度同様に無いた

め、税引前当期純利益は経常利益と同額となりました。

以上の売上高及び利益を一過性の収入である入会金収入に加え名義変更手数料収入を控除後で見ても、売上

高は376百万円（前事業年度比12百万円減）、営業利益は19百万円（前事業年度比12百万円減）、経常利益は

28百万円（前事業年度比12百万円減）といずれの段階の利益も引き続き黒字を確保することが出来ました。

今後は、平成22年7月13日に東京地方裁判所に対し申し立てし、平成23年2月22日に終結した民事再生手続後

も残る長期借入金債務の返済並びに会員からの収入の安定を図るために必要な新規会員募集による会員の活性

化などにより、一層の財務体質の強化に努めてまいります。

 

（2）当事業年度の財政状態の分析

総資産の合計は1,023百万円（前年同期比17百万円1.6％減）となりました。総資産の主な減少要因は、固定

資産が10百万円減少したことによります。

固定資産の減少は減価償却によるものです。

負債の合計は799百万円（前年同期比57百万円6.7％減）となりました。負債の主な減少要因は、固定負債が

61百万円減少したことによります。

固定負債の減少は長期借入金の減少によるものです。

株主資本の合計は224百万円（前年同期間比40百万円22.0％増）となりました。株主資本の増加要因は、繰

越利益剰余金が40百万円増加したことによります。
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（3）キャッシュ・フローの分析

第２「事業の状況」１「業績等の概要」（２）「キャッシュ・フローの状況」に記載の通りです。

 

（4）経営成績に重要な影響を与える要因について

当社においては前記のとおり、来場者数が経営成績に重要な要因となっており、景気動向はもとより天候や

震災などの自然現象が業績を大きく左右することとなります。ゴルフ場の一部が借地となっていることに起因

する将来的に地主との契約更新が出来ず事業の継続に重要な影響を与えるリスクについては、これまで同様常

に地主との良好な関係を保ち、当該リスクの低減を図っております。また、個人情報の管理については万全を

期すよう細心の注意を払っております。

 

（5）今後の経営方針と見通し

当社は、わが国では稀な、会員が協力して運営にあたっているゴルフ場として内外から高い評価を得ており

ます。今後は、従来にも増してブリックアンドウッドクラブ会員のご協力を戴いて、平成22年7月15日に手続

きを開始し平成23年2月22日に終結した民事再生手続の終結後に残された長期借入金を返済し、また収入を一

層安定化させて財務基盤をより強固にして、クラブ会員のニーズに十分応えられるようにしていく方針であり

ます。

借入の返済を進めるため並びに一層の安定収入の確保のために、新規会員の募集と休眠会員の活性化を進

め、入会金収入や名義変更手数料収入並びに会員からのゴルフ場を利用頂く収入や年会費収入の安定を図って

行きます。今後は従来にも増して会員の絶大なるご協力を頂き、これらの効果と更なる追加の施策により経営

基盤安定化が進む見通しであります。
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第３ 【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　　当事業年度において、重要な設備投資の実施はございません。

 

 

２【主要な設備の状況】

平成25年８月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の
内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(人)

建物
及び
構築物

機械装置
及び
運搬具

土地
(面積千平米)

コース
勘定

リース
資産

その他 合計

ブリック
アンドウッド
クラブ
(千葉県
市原市)

ゴルフ場 289,068 28,843
200,000

　　　(公簿)

(140)
371,159 21,597 7,019 917,688

23
(24)

(注) １　投下資本の金額は帳簿価額であります。

２　面積欄の(　)は賃借中のものを内数で表示したものであります。

　　　 ３　その他には、工具、器具及び備品が含まれております。

４　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は年間の平均人員を(　)外数で記載しております。

 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　　当事業年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

優先株式 480

普通株式 1,150

後配株式 400

計 2,030

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成25年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月26日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

優先株式 286 286  (注)１

普通株式 678 678 非上場・非登録 (注)２

後配株式 400 400  (注)３

計 1,364 1,364 ― ―

(注) １　優先株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式、後配株式に優先して１株につき年3,000円に達するまでの利益配当(以下「優

先配当金」という)を受けます。

(2) 普通株式に対して優先配当金以上の利益配当が支払われるときは、優先株式に対しても同額の利益配当を行いま

す。

(3) 優先配当金が１株につき(1)の金額に達しないときは、その不足額は翌年度以降に累積しません。

２　普通株式

(1) 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定の無い当社における標準となる株式。

３　後配株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式配当金が１株につき年4,000円に達するまで配当を受ける権利を有しません。

(2) 普通株式配当金が１株につき年4,000円以上支払われる場合は、後配株式に対しても同額の配当金を受けられま

す。

４　単元株制度は採用しておりません。

５　種類株主総会の決議

　定款において、会社法第322条第２項に関する定めはしておりません。

６　当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨を定款に定めております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成18年８月30日
(注)

0 1,364 △2,545,700
 

10,000
 
△2,525,700 10,000

(注)　減　資　　減少する資本金の額　2,545,700千円（この結果 資本金10,000千円）

減少する準備金の額　2,525,700千円（この結果 準備金10,000千円）

上記減資は欠損てん補を目的とするものであります。

 

(6) 【所有者別状況】

平成25年８月31日現在

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
（株）
 

政府及び
地方公共
団体

金融
機関

金融商品取
引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

優
先
株
式

株 主 数
(人)

― ― ― 44 ― 3 235 282 ―

所有株式
数(株)

― ― ― 44 ― 3 239 286 ―

所有株式
数の割合
(％)

― ― ― 15.3 ― 1.0 83.5 100 ―

普
通
株
式

株 主 数
(人)

― ― ― 77 ― 5 542 624 ―

所有株式
数(株)

― ― ― 106 ― 5 567 678 ―

所有株式
数の割合
(％)

― ― ― 15.6 ― 0.7 83.6 100 ―

後
配
株
式

株 主 数
(人)

― ― ― 1 ― ― ― 1 ―

所有株式
数(株)

― ― ― 400 ― ― ― 400 ―

所有株式
数の割合
(％)

― ― ― 100 ― ― ― 100 ―
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(7) 【大株主の状況】

平成25年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社Ｍ・Ｙ・Ｋ 東京都新宿区中落合３－２３－１０
418
(注１)

30.64

新田見　華　子 東京都文京区白山
12
(注2)

0.87

光　岡　　甫 東京都渋谷区代々木
11

(注４)
0.80

株式会社コジロー 東京都港区白金４－１２－１３
10
(注3)

0.73

児　玉　　昇 東京都江東区永代
10
(注4)

0.73

石　井　博　子 東京都渋谷区広尾
4

(注5)
0.29

計 ― 465 34.09

 (注) １　有限会社Ｍ・Ｙ・Ｋの所有株式数418株の内訳は、普通株18株、後配株400株となっております。

２　新田見華子の所有株式数12株の内訳は、優先株5株、普通株7株となっております。

３　光岡甫の所有株式数11株の内訳は、優先株1株、普通株10株となっております。

４　株式会社コジローの所有株式数10株の内訳は、優先株1株、普通株9株となっております。

５　児玉昇の所有株式数10株の内訳は、優先株1株、普通株9株となっております。

６　石井博子の所有株式数4株の内訳は、優先株1株、普通株3株となっております。

７　第7位以下の株主の所有株式数はすべて3株以下（0.21％以下）であります。

８　持株比率は期末現在の発行済株式総数に対する比率で、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
優先株式　　 286
普通株式　　 678
後配株式　　 400

286
678
400

(注)１
(注)２
(注)３

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,364 ― ―

総株主の議決権 ― 1,364 ―

(注)１　優先株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式、後配株式に優先して１株につき年3,000円に達するまでの利益配当(以下「優

先配当金」という)を受けます。

(2) 普通株式に対して優先配当金以上の利益配当が支払われるときは、優先株式に対しても同額の利益配当を行いま

す。

(3) 優先配当金が１株につき(1)の金額に達しないときは、その不足額は翌年度以降に累積しません。

２　普通株式

(1) 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定の無い当社における標準となる株式。

３　後配株式

(1) 完全議決権株式であり、普通株式配当金が１株につき年4,000円に達するまで配当を受ける権利を有しません。

(2) 普通株式配当金が１株につき年4,000円以上支払われる場合は、後配株式に対しても同額の配当金を受けられま

す。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

 

(9) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】

　　　【株式の種類等】　該当事項はありません。

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

 

３ 【配当政策】

株主配当については、当分の間無配とすることといたしております。配当の決定機関は株主総会であります。

 

４ 【株価の推移】

当社株式は非公開のため該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】

 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

代表取締役 ― 西　澤　民　夫 昭和18年６月17日生

平成10年３月

 

平成10年11月

平成12年３月

 

 

平成18年４月

日本エスアンドティー㈱代表取締役

（現任）

当社取締役（現任）

独立行政法人中小企業基盤整備機構・

新事業支援部統括プロジェクトマネー

ジャー（現任）

当社代表取締役（現任）

※３
優先株1

取締役 総務部長 井　口　孝　俊 昭和19年４月３日生

平成18年９月

平成18年11月

平成19年11月

平成23年11月

当社総務部長（現任）

当社取締役(平成19年11月退任)

当社執行役員

当社取締役（現任）

※３ 普通株1

取締役 ― 石　井　博　子 昭和18年７月５日生

昭和60年１月

 

平成16年11月

 

平成23年11月

㈲石井マネージメントカンパニー代表取

締役（現任）

ブリックアンドウッドクラブ理事長（現

任）

当社取締役（現任）

※３ 普通株3

優先株1

取締役 ― 角　川　洸　右 昭和19年１月22日生

平成19年４月

平成19年11月

平成23年11月

東栄産業㈱開発室長（現任）

当社執行役員

当社取締役（現任）

※３ 普通株1

取締役 ― 木　内　　　充 昭和33年12月26日生
昭和56年４月

平成16年８月

東京海上日動火災保険㈱勤務（現任）

当社取締役（現任）

※３ 優先株1

取締役 ― 草　深　多計志 昭和37年11月23日生

昭和60年４月

平成19年12月

平成24年５月

平成25年11月

㈱住友銀行入行

PGMホールディングス㈱代表取締役

A-WIND(合同)代表（現任）

当社取締役（現任）

 ※３ ―

取締役 ― 児　玉　　　昇 昭和22年３月29日生

平成元年５月

平成23年11月

平成24年６月

児玉工業㈱代表取締役（現任）

当社取締役（現任）

㈱コジロー代表取締役（現任）

※３ 普通株9

優先株1

取締役 ― 斉　藤　守　弘 昭和18年６月23日生
平成25年９月

平成25年11月

㈱協同代表取締役会長（現任）

当社取締役（現任）

 ※３ ―

取締役 ― 高　橋　敏　男 昭和21年７月10日生

昭和46年４月

平成16年５月

 

平成23年11月

高橋カーテンウォール工業㈱取締役

高橋カーテンウォール工業㈱代表取締役

会長（現任）

当社取締役（現任）

※３ 優先株1

取締役 ― 竹　井　俊　樹 昭和30年３月１日生

平成18年11月

平成19年11月

平成22年11月

平成23年11月

平成24年６月

当社取締役（平成19年11月退任）

当社執行役員

PBC JAPAN㈱代表取締役

当社取締役（現任）

㈱コジロー代表取締役（現任）

※３ 優先株1

取締役 ― 栃　木　一　夫 昭和22年５月17日生 昭和62年10月

平成23年11月

㈱栃木屋代表取締役（現任）

 当社取締役（現任）

※３ 優先株1

取締役 ― 中　島　健一郎 昭和19年５月23日生

平成18年６月

平成19年４月

平成20年７月

平成25年11月

毎日新聞社事業担当常務を退任

大正大学客員教授（現任）

㈱ACORN代表取締役（現任）

当社取締役（現任）

 ※３ 優先株1

取締役 ― 中　村　久美子 昭和23年４月22日生
平成20年11月

平成23年11月

当社執行役員

当社取締役（現任）

※３ 優先株1

取締役 ― 新田見　華　子 昭和42年７月25日生
平成20年９月

平成23年11月

㈲Be Smart取締役（現任）

当社取締役（現任）

※３ 普通株7

優先株5

取締役 ― 野　口　　　敏 昭和20年11月20日生
平成20年11月

平成23年11月

当社執行役員

当社取締役（現任）

※３ 優先株1

取締役 ― 細　田　　　泰 昭和22年３月27日生

平成16年11月

平成20年６月

平成22年４月

平成22年６月

平成22年６月

当社取締役(現任)

㈱アペックス常勤顧問(現任)

金沢工業大学大学院客員教授(現任)

㈱OZY代表取締役（現任）

アンリツ㈱取締役(現任)

※３
優先株1

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株)

取締役 ― 水　田　正　直 昭和16年２月23日生
平成13年５月

平成23年11月

㈲ビッグプラン取締役（現任）

当社取締役（現任）

※３ 優先株1
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取締役 ― 梁　瀬　泰　孝
昭和42年８月26日生

平成16年11月

平成19年11月

平成23年11月

平成24年１月

当社取締役（平成19年11月退任）

当社執行役員

当社取締役（現任）

㈱エイブル代表取締役社長（現任）

※３ 普通株1

監査役 ― 林　　　治　朗 昭和41年６月10日生
平成２年４月

平成17年11月

豊田通商㈱勤務(現任)

当社監査役（現任）

※４ 普通株1

監査役 ― 渡　邊　龍　男 昭和39年６月11日生

平成16年２月

平成16年６月

平成16年11月

平成21年11月

㈲ソレイルソウル取締役（現任）

㈱オールアバウト常勤監査役（現任）

当社取締役（平成18年11月退任）

当社監査役（現任）

※４ 普通株1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計
普通株24

優先株17
 
(注)　１. 取締役　石井博子氏、角川洸右氏、木内充氏、草深多計志氏、児玉昇氏、斉藤守弘氏、高橋敏男氏、竹井俊樹

氏、栃木一夫氏、中島健一郎氏、中村久美子氏、新田見華子氏、野口敏氏、細田泰氏、水田正直氏並びに梁瀬泰孝氏
は、社外取締役であります。
２. 監査役　林治朗氏は、社外監査役であります。
※３. 取締役の任期は平成25年8月期に係る定時株主総会終結の時から平成27年8月期に係る定時株主総会終結の時まで
であります。

※４．監査役の任期は平成25年8月期に係る定時株主総会終結の時から平成29年8月期に係る定時株主総会終結の時まで
であります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

 

①　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、株主をはじめとする利害関係者の皆様に対して、経営の健全性、透明性及び効率性を確保するた

め、コーポレート・ガバナンス体制の整備を重要な施策と位置付けております。

 

②　企業統治の体制の概要と当該体制を採用する理由

イ．取締役会　

当社は、定期的に、及び必要に応じて臨時に開催しております。また、当社の監査役２名の内1名は社外

監査役であります。提出日現在における取締役の数は18名であり、当社の取締役は25名以内とする旨を定

款で定めております。

　　　ロ．取締役の選任決議要件

取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席

した株主総会において、その議決権の過半数の決議によって選任する旨、及び累積投票によらない旨を定

款で定めております。

　　　ハ．社外取締役及び社外監査役

当社は、職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できるようにするため、会社法第427条第1項

の規定により、社外取締役及び社外監査役との間に、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定する責

任限定契約を締結することが出来る旨、定款で定めております。

　　　ニ．当該体制を採用する理由

 ゴルフ場の運営に関する必要事項はすべて会員を構成員とする「ブリックアンドウッドクラブ」が立案

し、当社がこれらを執行しております。当社は、取締役が取締役会における審議・決定に基づき業務を執

行し、監査役が取締役による業務執行の監視を行う体制が、経営の健全性及び効率性、並びに企業活動の

透明性を高めるうえで最も適切であると考え、上記の企業統治体制を採用しております。

 

③　内部統制システムの整備の状況

イ．取締役及び従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　　 当社は、すべての取締役及び従業員が法令・定款の遵守を徹底するために教育等を充実させ、高い倫

理観に基づいて活動を行うことで、利害関係者の皆様方はじめ社会全体から信頼される体制基盤を確保

することに努めております。

ロ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　　 当社は、株主総会・取締役会その他の重要な会議の議事録や重要決済に関する情報を、法令に基づき

文書又は電磁的記録媒体に記録し、適切に保管及び管理しております。取締役及び監査役は、常時これ

らの情報を閲覧することができます。

ハ．損失の危機の管理に関する規程その他の体制

　　当社のリスク管理体制は、取締役会及び監査役による厳格な会社運営と、「ブリックアンドウッドク

ラブ」の理事会及び各委員会の常時開催により、経営の健全性、透明性及び効率性を確保するととも

に、全てのリスクに関するリスク管理体制が適正に機能するように努めております。

また、当社は、会社をとりまく様々なリスクに対応するため、継続して各種リスクの識別に努め、定

期的に取締役がリスクの評価と改善策及び対応策を決定しております。

　　　ニ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　　　　　　当社は、取締役の効率的な職務執行を確保するため、経営計画等の経営に関する重要事項につき取締

役及び執行役員等によって構成される会議において事前に審議し、定期的あるいは必要に応じてその

都度取締役会に諮り決定しております。
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　　　ホ．企業集団における業務の適正を確保するための体制

　　　　　　当社は単体企業のため、該当する体制はありません。

　　　ヘ．監査役がその職務を補助すべき従業員を求めた場合における当該使用人に関する事項

　　　　　　当社は、監査役の職務を補助すべき従業員は置いておりませんが、必要に応じて取締役及び監査役の

意見に基づき適切と判断された従業員を監査役の業務補助のための使用人として決定するものとしてお

ります。

　　　ト．前号の従業員の取締役からの独立性に関する事項

　　　前号に基づき任命され、監査役より監査業務に必要な命令を受けた使用人は、その命令に関して取締

役等の指揮命令を受けないものとしております。

チ．取締役及び従業員が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する事項

　　　取締役及び従業員は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実その他会社に重要な影響を及ぼす

おそれのある事実があることを認識した場合には、速やかに監査役に報告するものとしております。

リ．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　　　監査役2名のうち1名を社外監査役とし、独立した立場から監査を行うものとしております。

ヌ．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

　　　当社は反社会的勢力排除に関する情報収集・管理を行い、社会の秩序や安定に脅威を与える反社会的

な勢力とは関係を持ちません。

 

　　④　内部監査及び監査役監査の状況

　　当社には、内部監査組織はありませんが、監査役制度を採用しており、社外監査役の選任状況につきまし

ては、監査役2名のうち1名を社外監査役として選任しております。なお、関連当事者との取引に記載されて

いる事項を除き特別の利害関係はありません。監査役は取締役の職務執行について厳正な監視を行うととも

に、内部統制の適用状況等を監査しております。監査の実施結果については、取締役に報告しております。

 

　　⑤　社外取締役及び社外監査役

　　　　 当社では、提出日現在、社外取締役16名と社外監査役1名を選任しております。

当社は、社外取締役の選任状況について、一般株主との利益相反が生じるおそれがなく、高い独立性を

有すると判断しており、株主の代理人としての立場から、業務を執行しない客観的な視点で経営判断を行

うことができると判断しております。また、社外監査役の選任状況についても特別の利害関係がなく、社

外の第三者的な立場からの監査ができるものと判断しております。

 

　　⑥　会計監査の状況

　　　　　当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、以下のとおりであります。

　　　　　　長田公認会計士事務所　　所長　　長田　信也

　　　　　会計監査業務に係る補助者は、以下のとおりであります。

　　　　　　公認会計士4名

 

⑦ 役員の報酬等

イ 提出会社の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

 

役員区分
報酬等の総額
(千円)

報酬等の種類別の総額(千円) 対象となる
役員の員数
(名)基本報酬

ストック
オプション

賞与 退職慰労金

取締役
(社外取締役を除く。)

187 187 0 0 0 1

監査役
(社外監査役を除く。)

0 0 0 0 0 0
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社外役員 0 0 0 0 0 0

 

ロ 提出会社の役員ごとの報酬等の総額等

　　　　　報酬額等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 

ハ 使用人兼務役員の使用人給与のうち、重要なもの

　　　　　 該当事項はありません。

 

ニ 役員の報酬等の額の決定に関する方針

当社は役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針は定めておりません。

 

 

⑧ 株式の保有状況

イ 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

該当事項はありません。

 

ロ 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の銘柄、保有区分、株式数、貸借対照表計　　　　

上額及び保有目的

　　　　　該当事項はありません。

 

ハ 保有目的が純投資目的である投資株式

　　　　　該当事項はありません。
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(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

4,000 ― 4,000 ―

 

② 【その他重要な報酬の内容】

前事業年度(自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日)

該当事項はありません。

当事業年度(自　平成24年９月１日　至　平成25年８月31日)

該当事項はありません。

 

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

前事業年度(自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日)

該当事項はありません。

当事業年度(自　平成24年９月１日　至　平成25年８月31日)

該当事項はありません。

 

④ 【監査報酬の決定方針】

該当事項はありませんが、監査公認会計士と監査計画、必要監査時間等を協議の上、合理的な見積りに基

づき決定しております。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号)に基づ

いて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(平成24年９月１日から平成25年８月31

日まで)の財務諸表について、公認会計士長田信也氏により監査を受けております。

 

３　連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

 

４　財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

　　当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、会計基準等の変更等について適切に対応できる体制を整備するため、最新の会計の基準及び

制度等を解説する専門誌を定期購読しております。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

　　　該当事項はありません

(2) 【その他】

　　　該当事項はありません
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２【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年８月31日)

当事業年度
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 48,632 44,725

営業未収入金 57,788 55,576

商品 2,048 2,609

前払費用 3,138 3,802

その他 7 473

貸倒引当金 △7,614 △10,353

流動資産合計 104,001 96,833

固定資産

有形固定資産

建物
※1 255,130 ※1 255,130

減価償却累計額 △169,910 △174,749

建物（純額） 85,220 80,380

構築物 880,536 880,536

減価償却累計額 △663,356 △671,848

構築物（純額） 217,179 208,687

機械及び装置 135,201 139,079

減価償却累計額 △107,365 △110,539

機械及び装置（純額） 27,835 28,540

車両運搬具 51,187 28,714

減価償却累計額 △50,772 △28,411

車両運搬具（純額） 414 302

工具、器具及び備品 30,716 30,196

減価償却累計額 △23,535 △23,176

工具、器具及び備品（純額） 7,180 7,019

リース資産 27,888 38,844

減価償却累計額 △10,756 △17,246

リース資産（純額） 17,131 21,597

コース勘定 371,159 371,159

土地
※1 200,000 ※1 200,000

有形固定資産合計 926,122 917,688

無形固定資産

ソフトウエア 477 －

電話加入権 0 0

無形固定資産合計 477 0

投資その他の資産

長期前払費用 10,051 8,891

その他 1,542 1,542

貸倒引当金 △1,100 △1,100
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年８月31日)

当事業年度
(平成25年８月31日)

投資その他の資産合計 10,493 9,334

固定資産合計 937,094 927,022

資産合計 1,041,095 1,023,856

負債の部

流動負債

買掛金 2,730 3,364

リース債務 5,856 7,182

未払費用 19,945 20,655

未払法人税等 2,420 2,420

未払消費税等 4,392 1,801

前受金 15,511 15,930

預り金 2,170 3,152

売上割戻引当金 26,008 28,488

流動負債合計 79,034 82,993

固定負債

株主、役員又は従業員からの長期借入金
※1 766,300 ※1 701,226

リース債務 12,132 15,552

その他 42 42

固定負債合計 778,474 716,820

負債合計 857,509 799,814

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金

資本準備金 10,000 10,000

その他資本剰余金 1,931,301 1,931,301

資本剰余金合計 1,941,301 1,941,301

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △1,767,714 △1,727,258

利益剰余金合計 △1,767,714 △1,727,258

株主資本合計 183,586 224,042

純資産合計 183,586 224,042

負債純資産合計 1,041,095 1,023,856
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②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年９月１日
 至 平成24年８月31日)

当事業年度
(自 平成24年９月１日
 至 平成25年８月31日)

売上高 407,662 391,371

売上原価

商品期首たな卸高 2,332 2,048

当期商品仕入高 34,684 39,405

合計 37,016 41,453

商品期末たな卸高 2,048 2,609

売上原価合計 34,967 38,844

売上総利益 372,695 352,527

販売費及び一般管理費

役員報酬 450 187

給料及び手当 118,258 114,121

交際費 916 963

旅費及び交通費 8,804 8,729

消耗品費 5,386 6,284

租税公課 15,217 14,140

賃借料 7,262 6,382

地代家賃 10,918 12,464

支払手数料 27,308 27,442

減価償却費 26,396 26,053

修繕維持費 24,048 23,708

貸倒引当金繰入額 4,208 3,519

貸倒損失 806 366

売上割戻引当金繰入額 5,133 6,506

その他 66,986 66,973

販売費及び一般管理費合計 322,103 317,844

営業利益 50,591 34,682

営業外収益

受取利息 803 562

受取手数料 4,504 3,462

償却債権取立益 3,883 805

その他 3,402 3,432

営業外収益合計 12,594 8,262

営業外費用

その他 38 66

営業外費用合計 38 66

経常利益 63,147 42,878

税引前当期純利益 63,147 42,878

法人税、住民税及び事業税 2,421 2,422

法人税等合計 2,421 2,422

当期純利益 60,725 40,455
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年９月１日
 至 平成24年８月31日)

当事業年度
(自 平成24年９月１日
 至 平成25年８月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 10,000 10,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 10,000 10,000

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 10,000 10,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 10,000 10,000

その他資本剰余金

当期首残高 1,931,301 1,931,301

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,931,301 1,931,301

資本剰余金合計

当期首残高 1,941,301 1,941,301

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,941,301 1,941,301

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △1,828,439 △1,767,714

当期変動額

当期純利益 60,725 40,455

当期変動額合計 60,725 40,455

当期末残高 △1,767,714 △1,727,258

利益剰余金合計

当期首残高 △1,828,439 △1,767,714

当期変動額

当期純利益 60,725 40,455

当期変動額合計 60,725 40,455

当期末残高 △1,767,714 △1,727,258

株主資本合計

当期首残高 122,861 183,586

当期変動額

当期純利益 60,725 40,455
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年９月１日
 至 平成24年８月31日)

当事業年度
(自 平成24年９月１日
 至 平成25年８月31日)

当期変動額合計 60,725 40,455

当期末残高 183,586 224,042

純資産合計

当期首残高 122,861 183,586

当期変動額

当期純利益 60,725 40,455

当期変動額合計 60,725 40,455

当期末残高 183,586 224,042
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成23年９月１日
 至 平成24年８月31日)

当事業年度
(自 平成24年９月１日
 至 平成25年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 63,147 42,878

減価償却費 26,396 26,053

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,208 2,738

売上割戻引当金の増減額　（△は減少） 1,600 2,480

受取利息 △803 △562

有形固定資産売却損益（△は益） － △159

固定資産除却損 3 46

売上債権の増減額（△は増加） 5,914 2,224

たな卸資産の増減額（△は増加） 283 △560

未払又は未収消費税等の増減額 546 －

仕入債務の増減額（△は減少） 255 634

未払費用の増減額（△は減少） 2,101 710

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,392 △2,591

その他 △11,998 △6,603

小計 96,048 67,287

利息の受取額 996 549

法人税等の支払額 △2,421 △2,422

営業活動によるキャッシュ・フロー 94,623 65,414

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 －

有形固定資産の取得による支出 △945 △5,071

有形固定資産の売却による収入 － 160

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,945 △4,911

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △71,942 △58,200

リース債務の返済による支出 △3,761 △6,210

財務活動によるキャッシュ・フロー △75,703 △64,410

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,975 △3,907

現金及び現金同等物の期首残高 30,657 38,632

現金及び現金同等物の期末残高 38,632 34,725
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　たな卸資産の評価基準及び評価方法

先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益力の低下に基づく簿価切下げの方法）

 

２　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法(但し平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)については定額法)を採用しており

ます。

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物　　　　　 10～34年

構築物　　　　 10～34年

 

　　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　　　　当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年９月１日以降に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　　　　この変更による当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益に与える影響額は軽微でありま

す。

 

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

(3) 長期前払費用

均等償却によっております。

(4) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

３　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

期末現在に有する債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

 

(2) 売上割戻引当金

当社は、会員に対して当社施設の利用に関する金券を発行しておりますが、当該金券の使用による売上割戻

の発生に備えるため、当期末の金券未使用残高を売上割戻引当金として計上しております。

 

 

４　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資からなっております。
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５　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

 

 

(表示方法の変更)

(貸借対照表関係)

　　　前事業年度において、独立掲記しておりました「投資その他の資産」の「差入保証金」及び「長期未収入

金」は、金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度より「その他」に含めて表示しております。この表示

方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行っております。

　　　この結果、前事業年度の貸借対照表において「投資その他の資産」の「差入保証金」に表示していた342千

円及び「長期未収入金」に表示していた0千円は、「その他」1,542千円として組み替えております。
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(貸借対照表関係)

※１　担保提供資産

 

 
前事業年度

(平成24年８月31日)
当事業年度

(平成25年８月31日)

建物 85,220千円 80,380千円

土地 200,000千円 200,000千円

 

上記の担保資産に対する債務

 

 
前事業年度

(平成24年８月31日)
当事業年度

(平成25年８月31日)

株主、役員又は従業員からの長期借入金 766,300千円 701,226千円

 

 

(損益計算書関係)

前事業年度(自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日)

　　該当事項はありません。

 

当事業年度(自　平成24年９月１日　至　平成25年８月31日)

　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　高滝リンクス倶楽部(E04706)

有価証券報告書

36/54



(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日)

1.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 当期首株式数

（株）

当期増加株式数

（株）

当期減少株式数

（株）

当期末株式数

（株）

発行済株式数     

普通株式 678 ― ― 678

優先株式 286 ― ― 286

後配株式 400 ― ― 400

合計 1,364 ― ― 1,364

自己株式 ― ― ― ―

 

　2.新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

 

　3.配当に関する事項

　　該当事項はありません。

 

当事業年度(自　平成24年９月１日　至　平成25年８月31日)

1.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 当期首株式数

（株）

当期増加株式数

（株）

当期減少株式数

（株）

当期末株式数

（株）

発行済株式数     

普通株式 678 ― ― 678

優先株式 286 ― ― 286

後配株式 400 ― ― 400

合計 1,364 ― ― 1,364

自己株式 ― ― ― ―

 

　2.新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

 

　3.配当に関する事項

　　該当事項はありません。
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 

 
前事業年度

(自 平成23年９月１日
至 平成24年８月31日)

当事業年度
(自 平成24年９月１日
至 平成25年８月31日)

現金及び預金勘定 48,632千円 44,725千円

預入期間が3か月を超える定期預金 △10,000千円 △10,000千円

現金及び現金同等物 38,632千円 34,725千円

 

重要な非資金取引の内容

 
前事業年度

(自 平成23年９月１日
至 平成24年８月31日)

当事業年度
(自 平成24年９月１日
至 平成25年８月31日)

ファイナンス・リース取引に係る
資産及び債務の額

10,098千円 10,956千円
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(リース取引関係)

ファイナンス・リース取引（借主側）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

(1) リース資産の内容

・有形固定資産

主にゴルフ事業におけるゴルフカートであります。

(2) リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２　固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

 

(金融商品関係)

1．金融商品の状況に関する事項

　（1）金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定しております。デリバティブ取引やその他投機的な取

引は行いません。

　（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である営業未収入金のうち、売掛金は顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関し

ては、継続して定期的に取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、リスクの低減を図っております。営業

未収入金のうち、会員からの未収入金についても信用リスクに晒されておりますが、個別に残高管理を行う

とともに定期的に担保資産の評価を行い、個別に信用状況を把握する体制となっております。

買掛金、未払費用、未払法人税等、未払消費税等、預り金は、1年以内に支払期日が到来するものであ

り、金利変動リスクはありません。

リース債務は、固定金利を利用しており、金利の変動リスクは回避されております。
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2．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

　　前事業年度(平成24年８月31日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（1）現金及び預金 48,632 48,632 ―

（2）営業未収入金 57,788

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　△貸倒引当金 △7,614

 50,174 50,174 ―

資産計 98,806 98,806 ―

（3）買掛金 2,730 2,730 ―

（4）リース債務（長期含む。） 17,988 17,927 △60

（5）未払費用 19,945 19,945 ―

（6）未払法人税等 2,420 2,420 ―

（7）未払消費税等 4,392 4,392 ―

（8）預り金 2,170 2,170 ―

（9）長期借入金(関係会社・株主含む) 766,300 763,399 △2,900

負債計 815,947 812,986 △2,961

 

 

当事業年度(平成25年８月31日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　 貸借対照表計上額 時価 差額

（1）現金及び預金 44,725 44,725 ―

（2）営業未収入金 55,576

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　△貸倒引当金 △10,353

 45,223 45,223 ―

資産計 89,948 89,948 ―

（3）買掛金 3,364 3,364 ―

（4）リース債務（長期含む。） 22,734 15,879 △6,855

（5）未払費用 20,655 20,655 ―

（6）未払法人税等 2,420 2,420 ―

（7）未払消費税等 1,801 1,801 ―

（8）預り金 3,152 3,152 ―

（9）長期借入金(関係会社・株主含む) 701,226 699,219 △2,007

負債計 755,352 746,490 △8,862

 

（注1）金融商品の時価の算定方法

（1）現金及び預金はすべて短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。
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（2）営業未収入金については、取引先から提示された価格、あるいは合理的な見積りに基づく合理的に算定され

た価額を用いて評価しております。また、これらに該当しない営業未収入金については、債権の当該帳簿価額

から、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を算定した貸倒見積高を控除した金額が時価と近似してい

ることから、当該価額を時価としております。

（3）買掛金、（6）未払法人税等、（7）未払消費税等、（8）預り金

　　これらは、支払期間が短期間（1年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を

時価としております。

（4）リース債務については、将来キャッシュ・フローを見積り、評価日時点の市場利子率で割引いた現在価値を

時価としております。

（5）未払費用については、支払期間が短期間（1年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該

帳簿価額を時価としております。

（9）長期借入金については、将来キャッシュ・フローを見積り、評価日時点の市場利子率で割引いた現在価値を

時価としております。

 

（注2）金銭債権の決算日後の償還予定額

　　前事業年度(平成24年８月31日)

 １年以内
１年超

５年以内

５年超

１０年以内
１０年超

営業未収入金 45,033千円 12,496千円 258千円 ―千円

　　当事業年度(平成25年８月31日)

 １年以内
１年超

５年以内

５年超

１０年以内
１０年超

営業未収入金 48,232千円 7,108千円 235千円 ―千円

 

（注3）長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額

　　前事業年度(平成24年８月31日)

 １年超２年以内 ２年超３年以内 ３年超４年以内 ４年超５年以内

株主、役員又は従業員か

らの長期借入金
―千円 ―千円 766,300千円 ―千円

リース債務 5,856千円 4,824千円 3,104千円 4,203千円

当事業年度(平成25年８月31日)

 １年超２年以内 ２年超３年以内 ３年超４年以内 ４年超５年以内

株主、役員又は従業員から

の長期借入金
―千円 701,226千円 ―千円 ―千円

リース債務 5,405千円 4,913千円 3,891千円 1,342千円
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(有価証券関係)

該当事項はありません。

 

 

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

 

(退職給付関係)

該当事項はありません。

 

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

 

(税効果会計関係)

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

 

 
前事業年度

(平成24年８月31日)
当事業年度

(平成25年８月31日)

繰越欠損金 1,467,646千円 634,504千円

繰延税金資産小計 1,467,646千円 634,504千円

評価性引当額 △1,467,646千円 △634,504千円

繰延税金資産合計 ―千円 ―千円
 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別内訳については、課

税所得が発生していないため記載しておりません。

 

 

(資産除去債務関係)

当社のゴルフ場土地の一部は、賃貸借契約によりますが、当該契約は、自動継続であり、かつ、ゴルフ場

以外の利用が不可能なことから契約解除となる蓋然性が極めて低いため資産除去債務を計上しておりませ

ん。

 

 

　　(賃貸等不動産関係)

　　　　該当事項はありません。
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　　(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付随する事業を営む単一セグメントであるため、記載を省略　　しており

ます。

 

【関連情報】

前事業年度(自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日)

１　製品及びサービスごとの情報

ゴルフ場運営事業の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

２　地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の売上高の90%を超えるため、地域ごとの売上高

の記載を省略しております。

（2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、

地域ごとの売上高の記載を省略しております。

 

３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10%以上を占める相手先がないため、記載はありません。

 

当事業年度(自　平成24年９月１日　至　平成25年８月31日)

１　製品及びサービスごとの情報

ゴルフ場運営事業の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

２　地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が損益計算書の売上高の90%を超えるため、地域ごとの売上高

の記載を省略しております。

（2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、

地域ごとの売上高の記載を省略しております。

 

３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10%以上を占める相手先がないため、記載はありません。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　　該当事項はありません。

 

 

　　(持分法損益等)

　　　　当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

　　該当事項はありません。

 

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

該当事項はありません。

 

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

該当事項はありません。

 

(4) 財務諸表提出会社の役員及び個人主要株主等

　前事業年度(自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日)

 

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員及び

その近親

者

児玉　昇   

当社取締役

㈱コジロー

代表取締役

(被所有)

直接0.73

㈱コジロー

は借入先

長期借入

金の返済
78,900 長期借入金

 

　766,300

 

竹井　俊樹   

当社取締役

㈱コジロー

代表取締役

(被所有)

直接0.07

(注)　借入金の担保として、建物及び土地を提供しております。また、当面無利息であります。

 

　当事業年度(自　平成24年９月１日　至　平成25年８月31日)

 

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員及び

その近親

者

児玉　昇   

当社取締役

㈱コジロー

代表取締役

(被所有)

直接0.73

㈱コジロー

は借入先

長期借入

金の返済
65,074 長期借入金

 

　701,226

 

竹井　俊樹   

当社取締役

㈱コジロー

代表取締役

(被所有)

直接0.07

(注)　借入金の担保として、建物及び土地を提供しております。また、当面無利息であります。
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２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

　該当事項はありません。

 

 

(１株当たり情報)

 

 
 

前事業年度
(自　平成23年９月１日
至　平成24年８月31日)

当事業年度
(自　平成24年９月１日
至　平成25年８月31日)

 １株当たり純資産額 △1,479,233円36銭 △1,441,704円85銭

１株当たり当期純利益 56,331円44銭 37,528円50銭

(注)１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　　２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎

 

項目
前事業年度

(自　平成23年９月１日
至　平成24年８月31日)

当事業年度
(自　平成24年９月１日
至　平成25年８月31日)

１株当たり当期純利益   

当期純利益(千円) 60,725 40,455

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 60,725 40,455

期中平均株式数(株) 1,078 1,078
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

該当事項はありません。

 

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却累
計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

　建物 255,130 ― ― 255,130 174,749 4,839 80,380

構築物 880,536 ― ― 880,536 671,848 8,492 208,687

　機械及び装置 135,201 4,678 800 139,079 110,539 3,973 28,540

　車両運搬具 51,187 142 22,616 28,714 28,411 221 302

　工具、器具及び備品 30,716 250 770 30,196 23,176 398 7,019

　リース資産 27,888 10,956 ― 38,844 17,246 6,490 21,597

　コース勘定 371,159 ― ― 371,159 ― ― 371,159

　土地 200,000 ― ― 200,000 ― ― 200,000

有形固定資産計 1,951,818 16,027 24,186 1,943,660 1,025,971 24,415 917,688

無形固定資産        

　ソフトウェア ― ― ― 4,779 4,779 477 ―

　電話加入権 ― ― ― 0 ― ― 0

　　無形固定資産 ― ― ― 4,779 4,779 477 0

長期前払費用 36,542 ― ― 36,542 27,650 1,159 8,891

　 (注) １　リース資産の当期増加額のうち主なものは、ゴルフカート10台であります。

　　　　２　車両運搬具の当期減少額のうち主なものは、ゴルフカート等の除却・売却によるものであります。

　　　　３　無形固定資産の金額が資産の総額の１％以下であるため、「当期首残高」「当期増加額」及び「当期減少額」の

記載を省略しております。

 

【社債明細表】

該当事項はありません。
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【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 ― ― ― ―

１年以内に返済予定の長期借入金 ― ― ― ―

１年以内に返済予定のリース債務 5,856 7,182 　　　　　　― ―

 長期借入金（１年以内に返済予定
のものを除く。）

― ― 　― 　　　　　　　　―

株主、役員又は従業員からの長期
借入金

766,300 701,226 0.00 　 平成27年12月１日

リース債務（１年以内に返済予定
のものを除く。）

12,132 15,552 　　　　　　―
平成26年９月～
平成30年３月

その他有利子負債 ― ― 　　　　　　― 　　　　　　　　―

合計 784,288 723,960 　　　　　　― 　　　　　　　　―

 (注) １　役員又は従業員からの長期借入金の返済は先方との契約により、当面平成27年12月までの間猶予されています。
利率についても比較的低利に設定されています。

２　「平均利率」については、借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。
なお、リース債務の平均利率についてはリース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を貸
借対照表に計上しているため、記載しておりません。

３　長期借入金及びリース債務(１年以内に返済予定のものを除く)の貸借対照表日後５年間の返済予定額は以下のと
おりです。

 

 
１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

株主、役員又は従業
員からの長期借入金

― 701,226 ― ―

リース債務 5,405 4,913 3,891 1,342

 

【引当金明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 8,714 4,177 780 658 11,453

売上割戻引当金 26,008 6,506 4,026 ― 28,488

(注) 　貸倒引当金の当期減少額（その他）は、対象債権の減少に伴う戻入額であります。

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　流動資産

イ　現金及び預金
 

区分 金額(千円)

現金 3,046

預金  

当座預金 ―

普通預金 31,678

定期預金 10,000

預金計 41,678

計 44,725

 

ロ　営業未収入金
 

区分 金額(千円)

売掛金　
　㈱三井住友カード他

13,399

未収入金 27,253

ミニマムユース未収入金 14,923

計 55,576

(注) １　売掛金、未収入金は1ヶ月以内に回収されるものであります。

２　ミニマムユース未収入金は3ヶ月以内に回収されるものであります。　
 

ハ　商品
 

区分 金額(千円)

コース売店棚卸商品　(注) 2,609

(注)　飲料その他コース売店販売
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②　流動負債

イ　買掛金

 

相手先 金額(千円)

㈲根本鳥屋商店 767

山口屋商店 533

㈱井東商店 339

おしどり興業㈱ 267

㈲魚周 258

その他 1,197

計 3,364

 

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ９月１日から８月31日まで

定時株主総会 毎決算期の末日から３ヶ月以内

基準日 ８月31日

株券の種類
普通株式、優先株式　１株券
後配株式　１株券　10株券、100株券

剰余金の配当の基準日 ８月31日

１単元の株式数 該当なし

株式の名義書換え  

　　取扱場所 新宿区四谷１丁目15番地

　　株主名簿管理人 西澤　民夫

　　取次所 該当ありません。

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所  

　　株主名簿管理人 該当ありません。

　　取次所  

　　買取手数料  

公告掲載方法 官報

株主に対する特典 該当事項はありません。

株式譲渡の制限 当会社の株式を譲渡するには、定款第11条により、取締役会の承認を要する
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第26期(自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日)平成24年11月26日関東財務局長に提出

(2) 半期報告書

事業年度　第27期中(自　平成24年９月１日　至　平成25年２月28日)平成25年5月22日関東財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

平成25年10月31日

株式会社高滝リンクス倶楽部

取締役会　御中

長田公認会計士事務所

  公認会計士　長田信也　　㊞

 
私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社高滝リンクス倶楽部の平成24年９月１日から平成25年８月31日までの第27期事業年度の財務諸表、すな
わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の
注記及び附属明細表について監査を行った。
 
財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正
に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するた
めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。私
は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に財務諸
表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を
実施することを求めている。
監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、
私の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。
財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評
価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社高
滝リンクス倶楽部の平成25年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
 
利害関係
会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（※）１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価

証券報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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